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ク ラ ブ ス ロ ー ガ ン

次 代 へ 継 こ う ラ イ オ ン ズ の 心
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二 世 会 員 三 役 登場

買
“集 ま ろ う ””

会長 Ｌ 林 秋 生
１’

く ＝ へ

この度、 栄光と伝統 に輝 く、 旭ライオ ンズクラ ブ第４ １代 会長とい う大役 を仰せつ かり

責任の重さを痛 感しつ つ、 クラ ブ発展の為 に全力 を尽し たいと思います。

今年度三役 は全員二世、 初 代の父は全員 会長経 験者 とい う プレッ シャ ー を受 け つ つ、

幹事 Ｌ 山口宗男、 会計 Ｌ 木内善博 と共に二世 トリ オとして頑張っ て行きたいと 思います。

去る３月１２日のクラ ブ結 成４ ０周年記 念式典を厳粛 かつ格 調高く盛大 に挙行 し、 名実共 に３３３－Ｃ 地区

内 最 大 の ク ラ ブ と し て、
ク ラ ブ の 品 格、 ク ラ ブ マ ン と し て の 自 覚 を 表 現 出 来 た と 思 い ま す。

我々 三役はその４ ０年の歴史と 良き伝統を継続 する事が使命 であり、 責任と 思い、 今年度クラ ブスロー ガン

を 「次 代 に 継 こ う ラ イ オ ン ズ の 心」 と し ま し た
。

又
、

今 年 度 は リ ジ ョ ン チ ェ ア パ ー ソ ン の ホ ス ト ク ラ ブ と な り
、

Ｒ Ｃ Ｌ 伊 東 諒、 地 区 Ｐ Ｒ 情 報 委 員 Ｌ 加 瀬 欽

造、 地 区 Ｙ Ｅ 委 員 Ｌ 古 作 稔 と 共 に、 ７ リ ジ ョ ン 内 の ク ラ ブ 例 会 訪 問 を し ま し た が
、

メ ン バ ー の 数 だ け で は な

く
、

老 ・ 壮 ・ 青 の バ ラ ン ス と い う 点 で も 他 の ク ラ ブ の 模 範 と な っ て い ま す。

こ れからは、 会長方針の 「集まろ う〃」 という 事で、 親睦に奉 仕に諸々の行 事に御参加 して いただき、 ５０

周 年 に む け て の ス タ ー ト
、

第 一 歩 の 年 と し た い と 思 い ま す の で
、

メ ン バ ー 皆 様 方 の 御 指 導、 御 協 力 を よ ろ し く

お 願 い し ま す。

“ 緊 張 し て い ま す
，，

幹 事 Ｌ 山 口 宗 男

４０年を超え る歴 史と伝統 を誇る旭ライオ ンズクラ ブの 幹事という大役 を拝命し大変

緊 張 し て い ま す。
今 年 度 の ク ラ ブ ス ロ ー ガ ン と 会 長 方 針 に 沿 う べ く、 林 会 長 の 下

、
木 内

会計と共に努力 して参りますの で皆 様のご支援、 ご協力 をよろ しくお 願い します。

へ 、

ｒ 饗

“ 頑 張 り ま す
，，

会 計 ’Ｌ 木 内 善 博

会計と して、 一年間一生 懸命頑張りますの で、 メンバーの 皆様の ご指導・ ご協力 をよ

ろ し く お 願 い い た し ま す。
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「旭 Ｌ Ｃ の ４ ０ 年 越 え」一一・
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リ ジョンチェア パー ソン Ｌ 伊 東 諒

永遠の輝きを信 じて歩み続ける旭 ＬＣは、 結 成４ ０周 年の節 目を渡った。
４ １ 代 の 三 役 は 誰 ？ し か も ７ リ ジ ョ ン の ホ ス ト ク ラ ブ に な る 年 度 と も な る と

。

注 目された新三役 は会長経験ライオ ンの二世 から選ばれた。 偶 然か必然か は知る 由もな い

が、 何れにしても素 晴らしい人 選と指名委員 会 への評価はす こぶる高い。

９代会長・故 林 欽哉氏 を父上に持つ 「林 秋生ライオ ン」 はク ラ ブス ロー ガ ンを 「次

代 へ継 こう ライ オンズの心」 と定めた。 名 実共に３３３－ Ｃ地区最大のク ラブにまで導

いた諸先輩のライオン ズ魂を次代に継 ぐのが自分た ちの務めであり 責任と言い切 る新会長に拍 手を送りたい。

１２代会長・山口敏 夫氏は現在悠々 自適の人生を 送られている が、 温厚で真面 目な父親譲り の 「山口宗男 ラ

イオン」 がクラ ブ幹事 となり、 １７ 代会長の 故 木内 直義氏を 父とする 「木内 善博ライ オ ン」 は父 上同 様の ス

ピ ー ド 出 世 で ク ラ ブ 会 計 に 就 任 し た
。

３０年そ して４０年 と歴史を積み 重ねて来た多く のクラ ブは、 如何に して揺る ぎない継続を 手中にするかと

模索する中、 明日へと 継 ぐパイ プ役 が我々 の任務と 自認する三役 が出現 した事で、 旭ＬＣの明 日は約束された

と 言 え る だ ろ う
。

今 年 度 は、 予 想 も し な か っ た 事 と し て 私 が 第 ７ リ ジ ョ ン の チ ェ ア パ ー ソ ン に 推 薦 さ れ 重 責 を 担 っ て い る
。

ホ

ス トクラ ブと して強力 な支援体制を 敷いて協力 して くれる三役を 始め旭ＬＣメン バーに、 心 からの感謝を申 し

上 げ た い。
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第７リジョンＰＲ情報委員 Ｌ 加 瀬 欽 造

旭ライオ ンズ クラ ブの皆様 方には、 日 頃大 変お世話になり ま して有り難う ご ざいます。

このた び、 地区ＰＲ、 情報 委員という大役 をお引受けする ことになりま した。 微力では

あります が、 Ｌ 伊東 諒ＲＣ の御指導を頂 きまして、 私なり に一生懸 命努 める 所存 で ご ざ

いますので、 どうぞ宜 しくお願 い申 し上 げま す。

そ れで はＰＲ 情報委員会の 目的について申 し上 げます。 Ｐ Ｒはライオ ンズクラ ブの事業

目的や、 活動内容を一般社会に広く 宣伝、 広報する ことであり、 一方情報 は会員 に対 してライ オンズクラ ブの

歴 史や組 織、 活動内容、 その他 会員 が必要とする情 報を提供する ことでありま す。 又、 ＰＲ、 情報委員は情報

誌 （出会い） の編集について積極 的に意見を述べ、 より 良い情 報誌作りに努力 を し、 委員長の 指揮のもと、 所

属のＲＣ 及 びＺＣと緊密 に連携 し、 主に所属のリ ジョ ン内クラ ブの活動 を取材、 送信すること となっておりま

す。 どう ぞこれからも旭ライオ ンズクラ ブの皆 様方の御指導、 御 協力を節 にお 願い申 し上 げま して私の挨拶と

致 し ま す
。一

裂 １

第７リジョ ン地区ＹＥ委員 Ｌ 古 作 稔
ね

歴 ・
。

今 期、 地 区 Ｙ Ｅ 委 員 を 務 め さ せ て 戴 く 事 に な り ま し た
。

＼
世 界では、 約７０ケ 国がＹＥ を実施して居ります。 日本で は、 約４５ケ 国と青少年の交ト

油
換 をして居るそう です。 ３３３－Ｃ 地区のＹＥ事業 は１９８１年 に始まり、 ２６年目を迎

え よう として居りま す。

今期は夏期の派遣 は１３名、 受 入れのホス ト家庭 は１３家庭 でした。 これからは冬期の

派遣及 び受入 れ家庭の オリエンテーシ ョンが始まりま す。 任期中、 ＹＥ 活動の発展 に微力 ではありますが、 メ

ンバー各位の御協力 を戴きながら務め させて戴きま すの で、 宜 しく御 願い致します。
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担当副 会長（Ｌ 森 正志）と各委員長

麺 麺 巨（７月第１例会）１

「
．．

１

．
．

」

冨

靭

’

へ
酵

’

鴨

＝

、

９

》

＼

ｂ

，
卜

今 年一年

一 ◎

，

４
Ｄ
二

竈
’ 轟５

奉 仕 の 心 を 袋 に 入 れ て

謡
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担当 副会長（Ｌ 渡辺幸俊）と各委員長
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飯 岡 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長

幹 事

会 計

３ ３ ３ － Ｃ 地 区 第 ７ Ｒ 第 ３ Ｚ ホ ス ト 幹 事

◆ 第 ２ 回 旭 市 児 童 生 徒 科 学 作 品 展 につ い て

旭 市 図 工 ・ 美 術 夏 季 作 品 展 に つ い て
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第 ７ Ｒ リ ジ ョ ン チ ェ ア パ ー ソ ン

第 ７ Ｒ 第 ３ Ｚ ゾ ー ン チ ェ ア パ ー ソ ン

地 区ＬＥ Ｏ委員長

第７Ｒ 地区Ｐ Ｒ情報 委員

第７Ｒ 地区ＹＥ 委員

第７Ｒ 地区ＩＴ委員

第７Ｒ第３Ｚ事 務局長
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諒

一

隆

造

稔

寛

充

欽

東

木

内

瀬

作

谷

後

伊

鈴

宮

加

古

菅

向

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

地 区 役 員 の 皆 様一
（ 新 会 員 プ ロ フ ィ ー ル ｝

氏 名

生 年 月 日

自 宅 住 所

自宅電話番号

職 業

役 職

しい な か つ ゆ き

椎 名 勝 之

昭和 ２２年４月３ 日

旭 市井戸野１ １４ ７番地

０ ４ ７ ９ － ６ ３ － ８ ４ ０ ２

（Ｆ ＡＸ） ６４－１４８９

酪農・農産物 直売

千葉北部酪農農業共同組合代表理事組合長

農業組合法人 椎名牧場 代表

へ



ｒ
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［第 彌 １高伴例鍾

嘩∴魑１≧ 涛一イτ晦；蜘

蕪ア顕
集まろ う 大勢の参加 をいただいて

鵡

竺 階 ㌘ス甲伴船

購
驚・華 藝
さあ 乾杯 前会長 Ｌ 伊

蕨
昌

野ｗ

司 会 御 苦 労 様 ま あ 一 杯

胃
． ．

哩

２・・６ 覇 ｉ登目
．
於 ； ；テル］

例伴同

蕩

Ｄ♂

「
．

イデ
鞠

と
▼

．

＼

君

“

、

昌

べ

●

、

蕗

あ齢茂藤斉Ｌ

独

長員

㌶

委

砕

紙

ー
？
唾

ー

錯非

駒

舞

・「．
「

疹簾 禰
’調讐

．麺

前 三 痴 夫 妻

ま た 会 う 日 ま で



▲ 凸 ●

「

１ ア ク テ ィ ビ テ ィ ー
」

隅　　 ～翠罰
懸蕊１灘

』謹鋼鄭

ζサ

穐】曄鰯
欄麟 薗

聾華蚕

脳
旭少年少女卓球クラ ブ “旭ス ター クラ ブ １工”

， 欄鳳
＿ 湘 曝 ㌻ ＾ 鍵 一

青 少 年 健 全 育 成 剣 道 大 会

、

鄭

旭市児童生徒科学作品展会場

「“明 日 の 旭 を 担 う 青 少 年 １
　 ロ

」

旭市 少年少女サッ カー 交流 大会

リ ジョ ン役員 と青少年委員会 の面々

、

監 ＿

旭市図工・ 美術夏季作品展会 場



ｒ

ｒ

７月 ５日 （水）

６日 （木）

９日 （日）

１０日 （月）

１１日 （火）

１３日 （木）

１６日 （日）

２０日 （木）

２１日 （金）

２５日 （火）

２７日 （木）

２７日 （木）

２９日 （土）

８月 ３ 日 （木）

９日 （水）

１０ 日 （木）

１２ 日 （土）

１３ 日 （日）

１４ 日 （月）

１７日 （木）

１７ 日 （木）

２１日 （木）

２３日 （水）

２９日 （火）

９月 ２日 （土）

４ 日 （月）

７日 （木）

１４ 日 （木）

１６ 日 （土）

１７ 日 （日）

１８ 日 （月）

２５日 （月）

２７ 日 （水）

２８ 日 （木）

２９日 （金）

▲ 畠 ● ；

クラブ活動報告書
（２００６年 ７月 ～２００６年 ８月）

新旧財務委員会 於 事務局

７月 第１例 会 （初例会）

旭少年 少女卓 球ク ラブ 『旭ス タークラ ブＨ』 激励会 に出席

財務委員会 於 事務局

市民奉仕委員会 於 旭楼

７月度理事会

第１０回少年 少女サ ッカー交流大 会に三役 出席

７月 第２例会

旭 ＬＣ 初代幹事 故 Ｌ水村次郎の告 別式に参列

木曽義昌公史跡公園 の清掃奉仕活動 市民奉仕 委員会

「視 力 フ ァ ー ス ト キ ャ ン ペ ー ン Ｈ」 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に リ ジ ョ ン チ ェ ア パ ー ソ ン、 会 長、

幹事出席

会 員 委 員 会 於 マ ン ツ ー マ ン ア カ デ ミ ー ５ Ｆ

「やす ら ぎ園」 納涼 盆踊り大会に三 役出席

８月第 １例会 （ゾー ンチ ェアパーソ ン例会訪問）

計 画 委 員 会 於 ロ ン ロ ン

８月度理事会

学警連青少年健全育成剣道大会に三役出席 旭市総合体育館

新盆見舞い 三 役にてお参り

第１回愛の献血 事業の実施

８月 第２例会 自 然エネル ギー 市民ファ ン ド 鈴木亨氏講話

会員委員会 於 旭楼

会報 記録保存委員会 於 ロ ンロン

小さ な親切運動支部 総会に会長出 席 千葉興業銀 行旭支店

リ ジョンチェアマン 他例会訪問打 ち合わせ 於 黄鶴

第２ 回旭 市科学作品 展・図工美術 展

会員 委員 会 於 ロンロン

９月 第１例会 （リジ ョンチ ェアマ ン他例会訪問） 移 動例会

９月 度理事会

９月 第２例会 （レディース 同伴 例会） 成田ビューホ テル

第１ 回ガバナー 諮問委員 会 飯岡荘

やす らぎ園敬 老会に三役 にて 出席

干潟ＬＣ 主催 干潟中学校弁 論大 会に三役 出席

銚子ローヤ ルＬＣ 主催 チャリ ティー ゴル フ大 会 ４名出席 レイン ボーＣ Ｃ

飯岡ＬＣ主催 旭 市中学校英 語発表会に三役 出席

旭 ＬＣ 故 Ｌ石崎将夫の告別式 に参列



へ

へ

‘‘

甫杜詩唐

春

望

渾 白 家 峰 恨 感 城 国

欲 頭 書 火 別 時 春 破

不 掻 抵 連 鳥 花 草 山

勝 更 萬 三 驚 淺 木 河

管 短 金 月 心 涙 深 在

国
破
れ
て
山
河
在
り

城
春

に
し
て
草
木
深
し

時

に
感
じ
て
花
に
も
涙
を
そ
そ
ぎ

別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

峰
火

三
月
に
連
な
り

家
書

万
金
に
あ
た
る

白

頭

掻
け
ば
更

に
短
く

す

し
ん

た

渾
べ
て
管
に
勝
え
ざ
ら
ん
と
す

国
は

破

壊

さ

れ

て

し

ま

っ

た

が
、

山

河
は

も
と

の

ま

ま

に
存

在

し

て
い

る
。

都

は

今

や

春

で

あ

る

が
、

草

木

ば

か

り
が

生

い

茂

っ

て

人
影

は

な

い
。

乱

れ

た

時

勢

に

感

じ

て

は
、

美

し

い

花
を

見

て

も

涙

が

流
れ
、

家

族
と

の

別

離
を

恨

ん

で

は
、

楽

し

そ

う

な

鳥

の

さ

え

ず

り

に

も

心
を

び

く

つ
か

せ

る
。

峰

火

は

三

月

に

な

っ

て

も

や

ま

ず
、

家
か

ら

の

便

り

は
、

今

や

万
金

も

の

値
打

ち
。

か

ん

ざ

し

白

髪

頭

は

か

き

む

し

れ

ば

む

し

る

だ

け

抜

け

ま

さ

り
、

髪
を

ま

と

め

る
管

を

挿

そ

う

に

も
、

こ

れ

で

は

ま

っ

た

く

と

ま

り

そ

う

に

な

い
。

絶

句

何 今 山 江

日 春 青 碧

是 看 花 鳥

帰 又 欲 遼

年 過 然 白

み

ど
り

い
よ

江
碧

に
し
て
鳥
は

癒
い
よ
白
く

山

青
く
し
て
花
は
燃
え
ん
と
欲
す

み
す

今

春

看
み
す
又
た
過
ぐ

何

れ
に
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん

江
は

ふ

か

み

ど

り

に

流

れ
、

そ

の

上

を

飛

ぶ

鳥

の
白

さ

が

目

に

染

み

る
、

山

は

あ

さ

み

ど

り
、

そ

の

中

に

花

が

燃

え

る

よ

う

に

紅

く

咲

い

て

い

る
。

こ

と

し

の

春

も
、

み

る

み

る

う

ち

に

過

ぎ

て

ゆ

く
。

い

っ

た

い
、

い

つ

の

日

が
、

帰

れ

る

年

に

な

る

だ

ろ

う
。

前

半

二

句

で
春

の

盛

り

の

景

色

を

詠

い
、

自

然

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

満

ち

あ
ふ

れ

て

い

る

さ

ま

を
、

整

っ

た

対

句

に

に

よ

っ

て

美

し

く

表

現

し
、

後

半

の

二

句

で

は
、

そ

の

よ

う

な

自

然

の

中

に

あ

っ

て

の
自

分

の

心

情

を

詠

う
。

こ

の
よ

う

な

所

で

無

為

に

日

を

送

ら

ね
ば

な

ら

ぬ

や

り

き

れ

な

さ

を

吐
露

す

る
。

朝

回

毎

日

曲

江

日

日

典

春

衣

江

頭

尽

酔

帰

酒

債

尋

常

行

威

有

人

生

七

十

古

来

稀

穿

花

峡

蝶

深

深

見

鮎

水

蜻

挺

款

款

飛

傅

語

風

光

共

流

韓

暫

時

相

賞

莫

相

違

き

ょ

く

こ

う

曲

江

か

え

し

ゅ

ん

い

て

ん

朝
よ

り
回
り
て

日
日
春
衣
を
典
し

こ

　

つ

と

ロ

つ

毎

日

江
頭
に

酔
を
尽
く
し

て
帰
る

し

ゅ

さ

い

酒
債

尋
常

行

く
処
に
有
り

こ

ら

い

ま

れ

人
生

七
十

古
来
稀
な
り

う

が

き

ょ

う

ち

ょ

う

し

ん

し

ん

あ

ら

わ

花
を

穿
つ

峡

蝶
は
深
深
と
し

て
見
れ

せ
い
て
い

か
ん
か
ん

水
に
点
ず
る
蜻
艇
は
款
款
と
し

て
飛
ぶ

で

ん

ご

伝

語
す

風
光

共

に
流
転
し

ざ

ん

じ

あ

い

し

ょ

う

あ

い

た

こ

う

な

暫
時

相
賞
し

て

相
違
う
こ
と
莫
か
ら
ん

朝

廷

よ

り

退

出

す

る

と
、

日

ご

と

に

春

の

衣

装

を

質

に

入

れ
、

来

る

日

も

来

る

日

も
、

曲

江

の

ほ

と

り

で

酔

い

し

れ

て

は

帰

宅

す

る
。

「
中

国

の
朝

廷

で
は
、

文

字

通
り

朝

早
く

政

治

が

行

わ

れ

る
。

夜

明

け

と

と

も

に
参

内

し

政

務

は

午

前

中

に

終

わ

る

の

が

普

通

で

あ

っ

た
。
」

「
典
」

と

は
、

質

入

れ

。

酒

手

の
借

金

は
、

い

つ

で

も
、

ど

こ

で

も
、

つ

い

て

ま
わ

る

の

に
、

人

が

生

き

つ

づ

け

て

七

十

に

な

る

の

は
、

古

来
、

め

っ

た

に

な

い

こ

と

だ
。

い

わ

ゆ

る

「
古

希
」

と

い

う

こ

と

ば

は
、

こ

の

詩

を

出

典
と

す

る
。

晩

春

の

花

む

ら

が

深

い

ゆ

え

に
、

そ

れ

を

ぬ

っ

て

舞

う

ち

ょ

う

ち

ょ

う

は
、
．
深

々

と

花

に

か

く

れ

つ
つ
、

ま

た

深

々
と

わ

ず

か

に

そ

の

姿

を

表

す

の

で

あ

る
。

晩

春

の
水

が

や

わ

ら

か

く

ぬ

る

む

ゆ

え

に
、

そ

れ

に

尾

を

触

れ

る

と

ん

ぼ

は
、

款

款

と

水

に

親

し

み

つ

つ
、

ま

た

款

款

と

ゆ

る

や

か

に

飛

ぶ

の

で

あ

ろ

う
。

「
風

光
」

伝

統

的
な

詩

語

と

し

て
、

意

味

も

ひ

び

き

も

美

し

い
。

風

と

光

で

あ

り
、

ま

た

そ

れ

に

代

表

さ
れ

る

景

色

＊
景

物

で

あ

る
。

春

の

風

光

も
、

そ

こ

に

身

を

お

く

杜

甫

も
、

と

も

に

時

間

の

流

れ

の
な

か

を

流
転

す

る

存

在

に

す

ぎ

な

い
。

そ

の

こ
と

は
、

杜

甫

自

身

よ

く

知

っ

て

い

る
。

知

っ

て
い

る
だ

け

に

杜

甫

は

伝

語
す

る
。

こ

の

美

し

い

晩

春

の
風

光

よ
、

ど

う

か

暫

時

は
、

そ

の

美

し

さ

を

私

の

眼

前

か

ら

奪

わ

な

い

で

ほ

し

い
。

そ
れ

は
、

風

光

の

美

を

賞

で

た

い

と

思

う

私

の

願

い

に

そ

む

く

事

に

な

る

か

ら
。

そ

し

て

そ

の

願
い

が

か

な
え

ら

れ

る

限

り
、

私

も

ま

た

こ

こ

を

去

る

こ

と

な

く
、

心

か

ら

そ

の

美

を

味

わ

い

尽

く

そ
う
。



酒詩唐

り

ょ

う

し

ゅ

う

涼

州

詞

古 酔 欲 葡

来 臥 飲 萄

征 沙 琵 美

戦 場 琶 酒

幾 君 馬 夜

人 莫 上 光

回 笑 催 杯

か

ん

王

翰

葡
萄

の
美

酒

夜
光
の
杯

う
な
が

飲
ま
ん
と

欲
す
れ
ば

琵

琶

馬
上
に
催

す

ふ

な
か

酔
う
て
沙

場
に
臥
す
と
も

君
笑
う
こ
と

莫
れ

か
え

古

来

征

戦

幾
人
か

回
る

葡

萄

の
美

酒
、

夜

光

の

杯
、

ま

さ

に
飲

も

う

と

す

る

と

き
、

馬

上

か

ら

う

な

が

す

よ

う

に

琵

琶

の

音

が

ひ
び

く
。

そ

の

一

つ

ひ
と

つ

が
、

西

域

渡
来

の

物

産

で

あ

り
、

西

北

的

な

エ

キ

ゾ

チ

シ
ズ

ム

を

生

み

出

し

て

い

る
。

都

遠

き

辺

塞

を

守

る

兵

士

が
、

白

玉

の

杯

に

満

ち

た

葡

萄

酒

に

つ
か

の

間

の
酩

酊

を

求

め

よ

う

と

す

る

と

き
、

馬

上

で
は

そ

れ

を

う

な

が

す

か

の

よ

う

に
、

西
域

ふ
う

の
音
楽

が

西
域
ふ

う

の
楽

器
に
よ

っ

へ

て
、

奏

で
ら

れ

る
。

「
琵

琶
」

は

本

来

馬

上

で

弾

ず

る

も

の

と

さ

れ
、

手

で

絃
を

前

に

払
う

の

を

「
琵
」
ｂ
一
、

後

に

払

う

の

を

「
琶
」

ｂ
ｐ

と

い

う
、

西

域

の

言

語

か

ら

の

音

訳

で

あ

る
。

美

酒

に

酔

い
、

こ

の

砂

漠

に

倒

れ

臥

そ

う

と

も
、

君

よ
、

ど

う

か

笑

わ

な

い

で

く

れ
。

古

来
、

ぶ

ど

う

ヘ

へ

遠

く

戦

地

に

出

て
、

無

事

に
帰

っ

た

も

の
は

幾
人

い

る

だ

ろ
う

か
。

（
葡

萄
ｂ
暮
９
０

１１

西

域

の

言

語
）

こ

の

詩

に

つ

い

て
、

次

の

よ

う

な

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

聞

い

た

こ

と

が

あ

る
。

日

中

戦

争

の

さ

な

か

の

こ
と

で

あ

る
。

大

陸

を

走

る
列

車

の
車

中

で
、

日
本

軍

人

の
一

団
が

酒

に

酔

っ

て
放

歌
、

高

吟
、

車

内

の

中

国
人

は

一

様

に

眉

を

ひ

そ

め

て

嫌

悪

の
情

を

あ
ら

わ

し

て

い
た
。

た

ま
た

ま

乗

り
合

わ

せ
た

日

本

人
が
、

言
葉

も

通

じ
ぬ

ま

ま

に
こ

の
詩

を

紙

に
記

し

て

中

国

人

旅

客

に

示

し

た
と

こ

ろ
、

か
れ

ら

は
た

ち

ま

ち

笑

顔

に

変
わ

っ

て
、

「
了

解
」

の

意

を

表

し

た

と

い

う
。

中

国

人

側

は
、

敵

味

方

の

対

立

を

超

え

て
、

い

っ
と

き

人

間

的

な

共

感

に

心

を

開

い
た

わ

け
だ

っ

た
。

選

び

抜

か

れ

た

言

葉

の

持

つ

力

の

大

き

さ

を
、

如

実

に

物

語

る
一

例

で

あ

る
。

人 花 満 勧

勧

酒

生 発 酌 君

金足 多 不

別 風 須 屈

離 雨 辞 盾

干う

武ぶ

嘩
き

ん

く

つ

し

君

に

勧

む

金

屈

危

も

ち

満
酌

辞

す

る

を

須

い

ず

ひ
ら

花

発

い

て

風

雨

多

し

べ

つ

り

た

人
生

別

離

足

る

井
伏

鱒
二
の
訳
詩

コ

ノ

サ

カ

ズ

キ

ヲ

受

ケ

テ

ク

レ

ド

ウ

ゾ

ナ

ミ

ナ

ミ

ツ

ガ

シ

テ

オ

ク

レ

ハ

ナ

ニ

ア

ラ

シ

ノ

タ

ト

エ

モ

ア

ル

ゾ

「
サ

ヨ

ナ

ラ
」

ダ

ケ

ガ

人

生

ダ

博

勲

作

樹

林

山

栄

正
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